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教育人類学と子ども社会研究：鵜野

注
仙 江渕(1982)は､EdgerL.Hewe枕がAmericanAnthropologist誌に掲載した2本の論文"Anthropology

andeducaUon"(1904)､''Ethnicfactorsineducation"(1905)を以って、彼のことを「人類学者として、

教育問題に関する確かな言及をした最初の人｣であり、「『アメリカ教育人類学の父』と呼ばれるにふ

さわしい存在」と指摘している（同138)。またアメリカ教育人類学の歴史を、(1)戦前までの伝統的

人類学における、散発的に教育(文化伝達)研究が行われた段階一前史的段階、(2)戦後の、ある

程度組織的に教育(文化伝達)研究が行われるようになった段階一｢教育人類学｣への胎動期、お

よび(3)教育人類学専門の学会が結成され、組織的に教育(特に学校における文化伝達に関心)研究

が行われるようになった段階一｢教育人類学｣の成立期、の3期に区分している（同137-138)。

原喜美によれば、Montessoriが1900年から1907年までローマ大学で行った「教育的人類学

{pedagogicalanthropology]」の講義以来この呼称がはじまったとされる（原1955:64)が、一方、柴

田義松は、この語がロシアの教育学者K.D.Ushinskiiの主著『教育の対象としての人間一教育的

人間学試論』(第1巻1868,第2巻1869,第3巻草稿のみ残存）の表題に"neUarorli[IecKoji

aHTpoⅡoJII､M1f'としてすでに用いられていることを指摘している（柴田1993:248、ウシンスキー

18681869/1967)。

筆者自身の｢教育人類学｣の定義については、鵜野(2000:2627)を参照のこと。

ここに挙げた3つの領域以外に、「教育社会学｣｢教育心理学｣｢国際教育(学)｣｢比較教育学｣｢臨床教

育学｣なども類似する対象と視角を持つ領域であるが、紙幅の都合上割愛させていただく。

厳密にいえば、子どもを対象としない成人教育は｢子どもの人類学｣の研究対象とならないであろ

うし、逆に、教育もしくは文化伝達の視点を持たない「子どもの人類学｣研究も可能と考えられ、

両者の対象領域が完全に一致するわけではない。

助卿沈Cc"jgγNを"s.Vbl.13,no.3,AmericanFolklifeCenter,'I11eLibraryofCongress.1991.

日本の教育人間学について詳しくは、森(1962)、蜂屋(1985)、和田(1994)、皇・矢野(1999)を参

照のこと。

｢子どもの民俗学｣の近年の動向に関して、Sutton-Smith(1999)、Tucker(2008)を参照されたい。ま

た日本における「チャイルドロア｣研究の構想に関しては、加藤(2003)を参照のこと。

大久保(1999)によれば､「文化の伝達」という概念は、社会学における「社会化｣や心理学における

｢学習」から一線を画するために文化人類学者によって1950年中頃に提起され、社会構造からのア

プローチを取る研究に受け入れられてきた。一方、「文化の習得｣概念は行為者個人に焦点を当てた

モデルであり、1980年代に優勢となったが、1990年代には再び｢文化の伝達｣が主流となった。そし

て「文化の構築｣概念は、両者を止揚すべく1998年にSingletonによって提唱されたもので、個人と

社会の関係性が重視されている。

アメリカでは1980年代に社会が保守化したために、ビジネス界の学校教育への要請から教育効果

を上げて社会問題を解決する手段として教育を捉えることに関心を示す者が増加した。こうした研

究者を「テクノシスト」と称する（大久保1999:229)。

筆者の構想する「子どものコスモロジー」について詳しくは鵜野(2009:1-31）を参照のこと。

'2）

１
１
３
４
１
１

(5)

ｊ
ｌ

ハ
ｂ
旬
ｊ

ｌ
ｉ

(8)

(9)

(10)

(11)

文献一覧

青柳まち子(1977)『｢遊び｣の文化人類学』講談社

綾部恒雄(1985)『新編人間の一生文化人類学の視点』アカデミア出版会

(2003)『文化人類学のフロンテイア』ミネルヴア出版

岩田慶治（1985)『子ども文化の原像文化人類学の視点から』日本放送出版協会

ウシンスキー(1868-1869/1967)『ウシンスキー教育学全集』第4．5巻柴田義松訳、

鵜野祐介(2000)『生き生きどんぽわらべうたの教育人類学』久山社

明治図書

19



子ども社会研究15号：記念企画「子ども社会研究の課題と展望」

-(2007)｢書評坂元一光著『アジアの子どもと教育文化人類学的視角と方法』｣、日本子ども

社会学会編『子ども社会研究』第13号

（2009)『伝承児童文学と子どものコスモロジー〈あわい〉との出会いと別れ』昭和堂

江渕一公(1982)｢教育人類学｣、祖父江孝男編『現代のエスプリ別冊現代の文化人類学』至文堂

（1991)｢教育人類学｣、松崎巌監修『国際教育事典』株式会社アルク

大久保祐子(1999)「アメリカにおける教育人類学研究の発展一社会・文化人類学を中心に｣、『京都大

学大学院教育学研究科紀要』第46号

加藤理(2003)｢『チャイルドロア』という視点一子ども研究の可能性を求めて｣、子どもの文化研究

所『研究誌別冊子どもの文化』第5号

坂元一光(2006)『アジアの子どもと教育文化人類学的視角と方法』九州大学出版会

佐藤慎司・ドーア根理子編著(2008)『文化・ことば・教育日本語／日本の教育の｢標準｣を越えて』明

石書店

柴田義松(1993)｢『教育的人間学』｣、奥田真丈他監修『現代学校教育大事典』第2巻、ぎようせい

皇紀夫・矢野智司(1999)『日本の教育人間学』玉川大学出版部

田浦武雄(1979)『教育人類学文化的志向と教育』福村出版

峰屋慶(1985)『教育と超越』玉川大学出版部

原ひろ子・我妻栄(1974)『しつけ』弘文堂

原ひろ子(1979)『子どもの文化人類学』晶文社

原喜美(1955)｢教育的人類学｣、下中弥三郎編『教育学事典』第2巻、平凡社

藤本浩之輔（1983)｢子ども文化の変容に関する研究一枚方市における天下町人ゲーム十三年間の変

容｣、『京都大学教育学部紀要』第29号

（1985)｢子ども文化論序説｣、『京都大学教育学部紀要』第31号

(1987)｢文化とパーソナリティ」、『京都大学教育学部紀要』第33号

（1996)『子どものコスモロジー教育人類学と子ども文化』人文書院

本田和子（1982)『異文化としての子ども』紀伊国屋書店

松澤員子(2000)『講座人間と環境7子どもの成長と環境遊びから学ぶ』昭和堂

松澤員子・南出和余(2002)｢文化人類学における子ども研究｣、日本子ども社会学会編『子ども社会研究』

第8号

箕浦康子(1984)『子供の異文化体験』思索社

（1990)『シリーズ人間の発達6文化のなかの子ども』東京大学出版会。

（1994)｢バングラデシュの子どもの生活世界と学校一教育人類学的モデルの構築にむけて｣、

『東京大学教育学部紀要』第34巻

森昭(1962)『教育人間学一人間生成としての教育』黎明書房

矢野智司(1999)｢文化創造者としての子ども｣、京都大学大学院教育学研究科臨床教育学講座『臨床教育

人間学』第1号

山口昌男・本田和子他(1984)『挑発する子どもたち』驍々堂出版

和田修二(1994)『教育的人間学』財団法人放送大学教育振興会

Schwartzman,HelenB.(2001)Ch"〃e〃α"dA"ｵ"mpo/0釦ﾉ:姥〃"""s允γ#"22IsrCe""7fjAComlecticut&

London:BERGIN&GARVEY.

Sutton-Smith,Brian.Mechling,Jay.Johnson,ThomasW.andMcMahon,FeliciaR.(1999)Cyi"αγ"応

励〃0γαASO"γccBOOh.Utah:UtahStateUniversiWPress.

Tucker,Elizabeth.(2008)Cｿz""""t励卿0":AHα"d加0".WestpoI-t:GreenwoodPress.

ワ、
＝V


